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審 査 結 果 の 要 旨 

 

 本研究は5-ALAが食道癌に対してGPX4やHMOX1を介してフェロトーシスを誘導し、抗腫瘍

効果を発揮することを検討したものである。その結果、ヒト食道癌切除検体での免疫染色

においてGPX4やHMOX1の発現が独立した予後因子であることが分かった。5-ALAを食道癌細

胞株に投与した際の機能解析を行うと、有意にGPX4が抑制され、HMOX1が過剰発現していた。

また5-ALA投与によりフェロトーシスが誘導され、抗腫瘍効果を発揮していることも確認し

た。ヌードマウスを用いた異種移植実験において、5-ALA投与により腫瘍増殖が抑制されて

いることを証明し、腫瘍切片の免疫染色にてGPX4が抑制されHMOX1が過剰発現していること

を確認した。本論文の内容は、天然のアミノ酸である5-ALAがフェロトーシスを介して抗腫

瘍効果を発揮するという新たな知見を示唆するものであり、明らかに学術水準を高めたも

のと認める。 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


